
令和７年度 草津市の事務事業における地球温暖化対策取組項目・目標

○二酸化炭素（CO2）排出削減目標
２０１３（平成２５）年度比で、２０３０（令和１２）年度に５０％以上

のエネルギー起源CO２を削減

○CO2排出量削減に向けた具体的な取組

＜取組１＞施設の省エネ化の推進
・公共施設へのLED照明の計画的な導入（予定：７１施設）

※令和６～７年度（２カ年）計画

＜取組２＞再生可能エネルギー等の利活用
・地域まちづくりセンターへの太陽光発電導入の推進
・浄水場への自己託送による、ごみ発電余剰電力の利活用の開始

＜取組３＞公用車による負荷の軽減
・公用車への電動車導入

＜取組４＞事業活動における脱炭素対策の推進
・KEMSによるエコオフィス行動の推進



Let’s エコオフィス行動
KEMS

1 資料等の印刷・コピーについては、両面印刷や画面集約
を活用し、紙の使用量について削減する。

2 コピー機を使わない時は消す、電気をこまめに消すなど、
短い時間であっても電気の使用を削減する。

3 物品の購入にあたっては、詰め替え・注ぎ足し可能な製
品を想定する。

令和７年度エコオフィス行動 重点取組項目



○省エネ法（エネルギーの使用の合理化等に関する法律）に基づく目標

・市長部局は平成22年、教育委員会部局は平成26年に特定事業者としての指定を受けている
・※1…エネルギー使用量を延床面積その他エネルギー使用量と密接な関係を持つ値で除したもの

(単位：％)

対象施設等 

エネルギー原単位（kℓ/各値）の 

増減率の推移（%） 

対 R6 比 

低減目安 

R3 R4 R5 R6 平均 R7 

市長部局 ▲5.6 1.2 ▲3.6 19.6 2.4 ▲1.0 

教育委員会部局 2.4 8.9 ▲2.2 1.4 2.5 ▲1.0 

 


